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  本論文は｢Synthesis of Wholly Aromatic Polymers by Transition Metal-catalyzed Polycondensation Through C-H 
Functionalization Process (C-H 官能基化を経る遷移金属触媒重縮合による全芳香族ポリマーの合成)｣と題し、

配向基を用いた C-H 結合官能基化を素反応に用いる重縮合の開拓と全芳香族ポリマーの合成について述べ

られたものであり、英文で書かれ、5 章から構成されている。 
 第 1 章「General Introduction」では、本研究の背景として、π-共役高分子を含む全芳香族ポリマーの合成

法、C-H 直接官能基化に関連する有機化学的手法およびそれらを用いた重縮合法についての研究背景を概説

し、本研究において配向基を用いた C-H 結合官能基化を経る重縮合法を開拓する目的、意義について述べ

ている。 
 第 2 章「Ru-Catalyzed Polycondensation of Phenyloxazole with Aryl Dihalides Through C-H Functionalization 
Process」では、配向基としてオキサゾール部位を有する 2-フェニルオキサゾールをモノマーに用い、各種

二官能性ハロゲン化アリールとの C-H 官能基化を経る重縮合を検討した結果について述べている。すなわ

ち、触媒系、モノマー濃度、添加剤、重合温度等の重合条件を適切に選択することにより、比較的高分子量

の全芳香族ポリマーが高収率で得られることを明らかにしている。 
 第 3 章「Ru-Catalyzed Polycondensation of Phenylpyridine Derivatives with Aryl Dihalides Through C-H 
Functionalization Process」では、配向基としてピリジン部位を有する 2-フェニルピリジン誘導体を用い、各

種二官能性ハロゲン化アリールとの C-H 官能基化を経る重縮合を検討した結果について述べている。第 1
節では、2-フェニルピリジンと二官能性ハロゲン化アリールの重縮合が触媒系、モノマー濃度、添加剤、重

合温度等の重合条件を適切に選択することにより良好に進行し、対応する全芳香族ポリマーが高収率で得ら

れることを明らかにするとともに、本重合が種々の二官能性ハロゲン化アリールにも適用可能であることを

明らかにしている。第 2 節では、配向基としてピリジン部位に置換基を適切に付与した二官能性モノマーを

設計し、本モノマーではベンゼン環上の 2 つのアリール化がパラ位で位置特異的に進行することを明らかに

し、�共役高分子の合成へと展開できることを明らかにしている。本手法により得られるポリマーは、紫外

可視吸収スペクトルにおいて、ポリマーの繰返し単位に相当する低分子モデル化合物と比較して吸収が長波

長シフトし、π共役系の拡張が支持されている。なお、検討した範囲においては、本ポリマーは無溶媒条件、

溶液中ともに発光活性は認められなかったが、対応する低分子モデル化合物が凝集誘起型発光特性を示し、

適切な分子設計に基づく機能材料への展開の可能性が示されている。 
 第 4 章 「 Transition Metal-Catalyzed Polycondensation of C-H Monomers Containing 
N-(8-Aminoquinolyl)benzamide Moiety as Bidentate Directing Group」では、8-アミノキノリルアミド部位を配向

基に有するモノマーと各種二官能性ハロゲン化アリールのC-H官能基化を経る重縮合について述べている。

第 1 節では、8-アミノキノリルベンスアミドをモノマーに用いて重縮合を検討し、触媒系、モノマー濃度、

添加剤、重合温度等の重合条件を適切に選択することにより対応する全芳香族ポリマーが高収率で得られる

ことを明らかにしている。第 2 節では、8-アミノキノリン、各種芳香族酸塩化物、および各種芳香族ジハラ

イドを用いる C-H 官能基化を経る三成分重縮合を検討し、比較的簡単な構造をもつモノマーから全芳香族

ポリマーが得られることを明らかにしている。 
  第5章「Summary」では、本論文を総括し、今後の展望について述べている。 
 これを要するに、本論文は配向基を有するC-H結合官能基化による重縮合の開拓と、それによるπ-共
役高分子を含む全芳香族ポリマーの合成について述べたものであり、C-H結合の官能基化による重縮合

の開拓という学術的観点だけでなく、高効率な全芳香族高分子材料の合成法として工学上においても貢

献するところが大きい。よって本論文は博士 (工学) の学位論文として十分な価値があると認められる。 
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